
国際交流学部国際交流学科 3年 

留学先：梨花女子大学言語教育院（韓国） 

留学期間：2024年 3月～2024年 8月 

 

・留学を決めたきっかけや目的 

 

 

 

 

 

 

・留学先の国や大学を選んだ理由 

 

 

 

 

 

・留学中に意欲的に取り組んだこと、その成果 

チャレンジ精神を大切にしていました。留学して間もない頃は「間違えたらどうしよう」「言いたい事が伝

わらなかったらどうしよう」といった不安や恐怖心がありました。ただ、そんなことを気にしていてもどうしよ

うもない、とにかくチャレンジしようの精神で生活していました。そんな生活を続けていると行動範囲が広

くなるなど、韓国での生活にも慣れてきたと感じています。 

また、留学中にも日本での出来事をチェックすることを心がけていました。授業内で、故郷のニュースや

文化を発表する時間があったのですが、韓国に来てからニュースを見ていなかったため、苦労したこと

がありました。留学先の国に関心を持つことは非常に大事なことですが、今日本でどんなことが起きてい

るのかを確認しておくことも重要なことだと感じました。 

 

 

 

 

 

高校生の時に韓国に関心を持ってから留学したいという夢を持ち始めました。大学生に入ってから韓国語を

勉強しはじめ、次第に韓国に関連のある企業に就職したいという思いになったからです。日本で韓国語の

勉強をすることもできますが、実際に韓国で日常的に韓国語を使っていった方が実力向上すると思い留学

することを決めました。 

 

 

 
梨花女子大学にしか目がなかったという理由もありますが、梨花女子大学は韓国の数多くの大学の中でも

レベルが高い大学として知られています。そんな大学で勉強すれば自身の実力向上につながると思いこの

学校を選びました。 

 

 


